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生物等異なる生物種に対応できるスキーマを検討し、モデルを提案した。   
第 3章で著者は、農業生物資源ジーンバンクにおけるWWW公開用データベースおよびその検索システム
の改良について述べた。まず、現行の特性データ検索システムにおいて 3つ以上の特性項目を組み合わせた
検索が占める割合が 5%程度であることを根拠に、ユーザが選択した任意の特性項目の 1 次元/2 次元ヒスト





















               審   査   の   要   旨 
 
遺伝資源の管理は、保全と利用を有効にするために、発芽率等質の保障とともに、付帯する情報は最重要
である。ジーンバンクでの数十万に及ぶ多数系統の管理に関わるデータベースの改善は、国家資産としての
遺伝資源の確保と利用推進には必須である。審査対象論文は、具体的なジーンバンクでの運用を事例として、
多数系統、異なる生物種、異質のデータ等の観点から拡張性と統合性の課題点を見出し、改善と新規のデー
ターベースの開発を試行した。手法が独自性高く、またデータベースの拡張性を文化、特に異なる言語や映
像等について考察したことは、新規性が高い。多様性研究等学術研究や品種改良以外での文化的視点拡張に
より、ユーザー裾野の拡大の可能性を示し、総じて、遺伝資源管理に資するデータベースの新しい方向づけ
をしており、博士論文にふさわしい研究成果である。 
 
 
平成２９年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
